
順位 質 問 者 答 弁 者 時　間

１、再生可能エネルギー対策について

　　　雨水が流れ出す可能性があるところの防災対策が必要では

２、コロナ対策について

１、食育推進計画の進捗と今後は

　　①食に関する体験をどのようにイメージしているか

②小中学校での食に関する体験の取り組みは

③保育園での食に関する体験の取り組みは

④保育園、小、中学校での食事作り等のかかわりの推進は

⑤地元農産物の利用や有機野菜等の利用を高める予定は

　　②住宅に設置する太陽光パネルや蓄電池に対する県の補助金に上乗せし、

　　　エネルギーの自給自足を促進するよう考えては

　　③町内の林地・農地・傾斜地・特別警戒区域等に設置された設備、

　　　予定されている設備の把握が必要では

　　　ア、把握するためにそれらを調査し、マップを作り、大雨等で大量に

　　④平林地区に計画されている施設への町の関与と対応は

令和３年第１０回佐久穂町議会定例会一般質問通告者及び答弁者
（令和３年１１月１８日現在）

質　　問　　要　　旨

1
１４番
髙見澤春野

町長

６０分

（１）再生可能エネルギーに対しての町のスタンスは

（２）太陽光発電設備設置について

　　①町内に太陽光発電設備設置が増えている

　　　景観、環境保全の観点から条例や規則の基準を見直す必要があるのでは

（３）小水力発電計画について

　　①進捗状況

　　②安定した経営の見通しは

町長

（１）コロナウイルス感染第６波に備えて

　　①現在までのワクチン接種の状況と３回目接種への対応

　　②５歳～１１歳向け接種に対しての考え

　　③病床逼迫時県外在住の町内出身者（主に若者）への医療支援を考えては。

　　　安心できる医療体制の確立を

　　④感染の未然防止、拡散防止のために検査キットの無償配布を

（２）事業者支援について

　　今後の支援をどのように考えているか

2
８番
島﨑規子

町長
教育長

４０分

（１）第１次、第２次「食育推進計画」の成果と課題は

（２）第３次推進計画の推進の主な取り組みは

（３）目標５について



順位 質 問 者 答 弁 者 時　間質　　問　　要　　旨

１、十石峠通行止め解消の見通しは

２、佐久穂町総合計画の提示時期

３、行政連絡員の役割について

１、ドローン活用について

２、ヤングケアラーについて

３、通学路の安全対策について

４、医療的ケア支援法について

１、農業の振興策について

（５）循環型農業の推進策について

農家の必要に応じた堆肥の供給体制の確立を

６０分

町長

　一昨年の台風１９号被災以降、通行止めが続いている十石峠について早期

開通の見通しはあるのか。

　麦草峠同様もともと冬場は通行止めとなる。せっかくの流通を停止させ

経済的な損失も大きい。トンネル化を要望する声もあるが町としての見解は。

　地形に合わせた設計やそれに基づく工法、費用の試算は行われているのか。

青写真などがあるなら、それらのものを含めて提示し、PRに努めるべきと

町長

　佐久穂町内の５８区の統合整理の必要性は。

　各区における規約などについて定めがあるか把握されているか。

　周辺の自治体では区長の名簿は広報誌で紹介される例は多い。行政連絡員

（区長）の名簿の公開についての考えは。

　認可地縁団体についての説明の機会は。

考えるが町としてどのように対応するのか。

町長

　第２次佐久穂町総合計画は今年度で前期分を終了する。前期についての

評価や総括はどのように行われているのか。後期では概要版の発行予定は

あるか。

　SDGｓとの関連付けはどのように行われているのか。また、気候変動への

対応が世界各国に求められているが、こうした問題は総合計画では考慮される

のか。

　特に女性活躍を推進する中で役場も率先して取り組む必要がある。女性管理職

の配置は検討されているか。

町長

　障がい児の取り組みの進め方は

（１）ケア児支援サイトについて

　　医療的支援サイト、アドバイスの取り組みは

（２）女性支援ステーションについて

　　女性負担軽減の取り組みの考えは

4
５番
髙見澤利博

3
４番
竹内達朗

６０分

町長
　地域の活性化を促すためにも導入をしていくべきでは

町長
教育長

　子供の環境に寄り添って守っていくべきでは

　いじめ対策について

町長
教育長　点検、安全の確保に万全を尽くすべき

　　整合性をどう考えるか

６番
佐々木信幸

5 町長 ６０分

（１）米価下落に対するコメ農家への支援と消費拡大策について

（２）コメ農家の減少と担い手の高齢化への対策は

（３）農地の有効活用、生産の効率化を図るために何をすべきか

（４）農業後継者の育成、生産意欲を高める施策は

（６）農水省が提言する「緑の食料システム戦略」と、町の農業振興との



順位 質 問 者 答 弁 者 時　間質　　問　　要　　旨

１、観光政策における今後の方針について

２、農業基盤の強化について

１、交番の設置について

２、旧佐久西小学校跡地の今後の利用について

１、荒廃農地、遊休農地について

２、農業の現状と農業政策について

１、第１次行財政改革大綱の総括と今後の計画について

２、令和４年度の予算編成について

　　①子育て支援・教育環境のさらなる拡充は

②健康管理事業の見直し拡充すべきでは

①働く場所の確保へ創業支援等の拡充を

②農業への新規参入や事業拡大への助成は

③子育て世代の住宅環境を整備できないか

6
２番
須田芳明

６０分

町長

（１）アフターコロナを見据え、高速道路開通のメリットをどのように

　　活かしていくか

（２）八千穂高原白樺林のPRについて

（３）白樺資源の活用について

（４）道の駅の構想における観光連携をどのように進めるか

（５）スキー場、キャンプ場の運営と観光政策をどのように結び付けていくか

町長
（１）ブランド化を図る特産品を今後どのように維持し継続していくか

（２）生産者との協議について

（３）地域農業の発展と組織運営について

４０分

町長

（１）この場所に建設が決まった経過は

（２）完成、開所はいつ頃になるのか

（３）町内の４駐在所はどうなるのか

（４）開所時間・配置人員等の運営体制は

（５）役場進入路の計画は

町長
教育長

（１）閉校になってから６年がたつが、これまでどのような検討がされてきたか

（２）現在維持費はどの程度かかっているのか

8
１３番
小宮山雅則

農業委員
会長

（３）町の弱みを改善する事業計画と予算を検討すべきでは

9
１０番
出浦修身

7
３番
髙見澤敏幸

（３）ICが近くにあり好立地であるが、防犯上の対策は取られているのか

（４）埋蔵文化財についての対策は

（１）荒廃農地、遊休農地の調査はどのように実施されているのか。

（２）荒廃農地、遊休農地の現状やその推移をどう受け止めているのか、

　　今後もさらに進むものと予想されるがどうなのか。

（３）農業委員会として、荒廃農地、遊休農地への取り組みや所有者に対する

　　指導をどう行っているのか。

（４）農地問題に対する農業委員会の対応には限界があると見ているが、

　　町に政策強化等の意見を出すことは可能と思われるが今までどうだった

　　のか。

町長

６０分

町長（１）第１次行財政改革大綱の総括作業の現況は

（２）行財政改革の今後の進め方とその計画をどのように考えていますか

町長
教育長

（１）「住み続けたいとより強く思える」町の建設に向けた来年度の重点的

　　取り組みは

（２）町の強みをさらに強くする事業計画と予算の検討をすべきでは

（１）当町の農業の現状をどうとらえているのか。

（２）荒廃農地、遊休農地の増加は大きな問題であるが町の対応はいかに。

（３）町は農業の基本的構想をもってその目標実現に向け現在政策を講じて

　　いるのか。具体的にはどのような農業に発展させたいとしているのか。

５０分


